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アジア地域において地下水のヒ素汚染が問題になっているが，日本においても一

部，自然に起因するヒ素レベルが高い農地がある。また，平成 23 年 2 月 28 日か

ら，食品衛生法に基づくコメのカドミウム基準値が 0.4 ppm 以下に引き下げられ

た。湛水と落水を繰り返す水田において，ヒ素とカドミウムの溶解性は二律背反の

関係にある。すなわち，湛水期には土壌有機物などの分解によって酸素が消費され

土壌は還元的になる。還元環境ではカドミウムは溶解度の低い硫化カドミウムとな

り，土壌間隙水中の濃度は低くなる。一方，ヒ素は鉄系鉱物に吸着されることが知

られているが，還元環境では鉄の還元とともに，吸着態のヒ素が間隙水中へ溶出す

る。逆に，落水期（酸化的環境）では，ヒ素は土壌鉱物に吸着され，土壌間隙水中

のヒ素濃度は低下するが，硫化カドミウムは酸化され間隙水中へカドミウムが溶出

する。したがって，安全なコメ生産の観点から，イネへのヒ素，カドミウムの吸収

を抑えるためには，土壌中の両元素の溶解度を低くすることがキーポイントとなる。 
本研究ではゼロ価鉄 (ZVI)いわゆる鉄粉を土壌に混合し，土壌からのヒ素およびカ

ドミウムの両元素の溶出を抑制できるかどうか検討した。土壌 10 g に ZVI(粒径 :45,  
75,  150 m)を 0.5 w/w%混合後，超純水 30 mL を加え，夏場を想定して 30℃にて

密閉容器内で培養実験を行った。 ZVI 添加区と ZVI 無添加の対照区を設け，土壌

からのヒ素やカドミウムの溶出などを比較した。ZVI を土壌に混合すると 0.1 M 塩

酸抽出カドミウム濃度が対照区に比べて 42~60%低下した。一方，ヒ素は ZVI 表面

への吸着が認められたものの，ZVI を土壌に過剰に施用すると，土壌が還元的にな

り，鉄系鉱物の溶解を促し，ひいてはヒ素の溶出を高める可能性があることが示さ

れた。したがって，ヒ素とカドミウムの両者を抑制するためには ZVI を塩梅よく

土壌に混合し酸化還元電位をコントロールする必要がある。今後の課題として，現

場における ZVI の施用法や ZVI 施用時の酸化還元電位の変動の把握が必要である。 


